
 
今回は英語科の授業改善報告 です。 
   

◇ 研究授業                                      

日 時：令和３年 6月 29 日（火） １限 

対 象： ２年 ２組（ ３５名） 

担 当：市原 賢優 

科 目：コミュニケーション英語Ⅱ 

単 元：Lesson 4 Ahmed’s Gift of Life 

学習活動： 

  導入（第１時／全12時間） 

  ・映像を見て、スキーマを活性化させる。 

  ・既知の情報の共有をさせる。 

   ・新出語彙の確認をする。 

 

授業改善                                 

■本年度の研究テーマ： 「学ぶ意欲を高め、英語力の定着を図る指導法の研究」 

            ・4技能を総合的に育成する指導法の研究 

            ・生徒の英語による言語活動が主体となる授業の工夫 

 

◇ 研究授業の成果と今後の課題                              

【成 果】 

生徒の興味を引く映像を用い、生徒の既知の情報を活

性化させ、当該レッスンの内容に対するスキーマを十分

に活性化させることができた。 

同時に、インプット（聞く・読む）とアウトプット（話

す）を総合的・統合的に運用させることができた。 

 

 

【課 題】 

 授業のタイムマネジメントは、良好であったが、生徒の深

い思考を促す点において、やや発問の仕方に工夫が必要では

ないかと考える。 

生徒の既習語彙を用い、さらに平易な表現に言い換えるな

どして、さらに活発な発言を促す必要があると思われる。そ

のことが、スローラーナーにとっても、英文やその背景にあ

る知識に理解を深めやすい環境づくりにつながる。 
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